
 
 

１ 基本的な考え方 

〇臨時休業期間中も規則正しい生活と学習習慣を維持できるようにするため、生活習慣づくり・学習習
慣づくりの視点で支援する。 

〇臨時休業期間中に学習に著しい遅れが生じることがないようにするため、学校及び児童生徒の実態等
を踏まえて、可能な限り、児童生徒が教科書に基づく家庭学習を進められるよう支援する。 
（紙の教材、テレビ放送等を活用した学習課題、教科書と併用できる教材を工夫する。） 

〇臨時休業期間中の学習は年間指導計画を柔軟にとらえて計画するとともに、可能な範囲で児童生徒の
学習状況の把握に努める。 
（その際、分散登校、家庭訪問等の方法も考えられる。） 

 
２ 家庭学習の内容 

 ①教科書の内容に即した学習（予習） 
 ②児童生徒の自主的な学習 
 ③既習内容の学習（復習） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教科書の内容に即した学習（予習・復習）指導 

①家庭での学習計画の作成 

・年間指導計画の中から、家庭学習でできる単元を

見いだす 

・教科書に即した学習課題を設定する 

・学習の流れやヒントを週計画やプリントに示す

（別添資料①週計画表のサンプル） 

・学習ノートのまとめ方を示す 

・テレビ放送や学習支援コンテンツが利用できると

ころを示す 

②学習課題を一人ひとりにわたす 

・学校 HPで学習課題を渡す日を

知らせる 

・ポストイン 

・課題を受け取りに来る 

・分散登校をする 

④学習の進み具合を確認し、次に生かす 

・回収した課題を確認し、一人ひとりの学習に進み具

合にコメントを入れて自己の学びをフィードバック

できるようにする 

・必要に応じて補充・解説プリントを用意し、次週の

課題に入れる 

・学習の定着度を把握し、休業明けの 

学習指導の計画に反映させる 

③学習課題を回収する 

・学校 HPで学習課題の提出期間を

知らせる 

・課題の回収箱を設ける 

・課題を届けに来る 

・分散登校をする 

次のやる気につなげる

学習計画へ 

計画性のある家庭学習支援 
学習サイクルづくり 

臨時休業中の家庭学習について 

家庭学習を進める 

次の学習計画に 
生かす 
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